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ハマフエフキ仔魚の生残率に及ぼす

地下浸透海水の影響

玉城英信・上田美加代・平塚悠治

１．目的

沖縄県栽培漁業センターでは、濾過海水を用いて種

苗生産を行っているが、この代替として地下浸透海水の

利用を検討している１～３）。地下浸透海水は、一年を通じ

て水温・水質が安定しており、種苗生産に係る光熱費

削減や飼育種の成長促進などが期待される。

そこで、ハマフエフキのふ化仔魚を用いて、仔魚の生

残率に及ぼす地下浸透海水の影響を調べた。

２．材料および方法

実験には、当センター内から採水した地下浸透海水

と砂濾過海水に紫外線を照射して殺菌した海水（以下、

濾過海水と称する）を使用した。実験は、 200 ℓパンライ

ト水槽を使用し、地下浸透海水 3 区、濾過海水を 3 区

の計 6 区で行った。

各実験区の海水の容量は 150 ℓとし、通気のみの止

水状態で行った。また、実験は、光の影響を避けるた

め、 200 ℓパンライト水槽の上面と側面を 80 ％遮光ネッ

トで覆った場所で行った。

平成 23 年 5 月 18 日、 31 日、 6 月 7 日に採卵した

受精卵をそれぞれ実験 1 から 3 に用いた。受精卵は、

海水を切った後、ハンドリングによる影響を避けるため、

3.0 ～ 3.4g の範囲ですばやく計量し、 200 ℓパンライト

水槽へ収容した。受精卵の収容数は、計量結果と採卵

日ごとの 1g あたりの卵数から算出した。

生残数は、通気をやや強めにし、流れが一定になっ

たのを確認後、 1 ℓビーカーを使用して 3 カ所からサン

プリングを行い、その平均値を生残数とした。生残率

は、生残数を収容卵数で除して 100 を掛けて求めた。

餌料には、タイ産ワムシを用い、実験水槽のワムシ密度

が 5 個体/m ℓ以上を維持するように適宜添加した。

３．結果と考察

ハマフエフキの仔魚の生残に及ぼす地下浸透海水

の影響を図1～3に示した。

実験１の期間中の水温は24.3～26.6℃の範囲で、平

均25.8±0.82℃であった。PHは8.1～8.2の範囲で、平

均8.2±0.04であった。地下浸透海水の生残率は、1日

後に39.9～60.5％に急落し、3日後には0～0.5％になっ

た。それに対し、濾過海水の生残率は1日後に83.0～8

5.4％の高い値を示し、5日後でも26.0～42.9％を維持し

た。

実験２の期間中の水温は24.8～25.5℃の範囲で、平

均25.1±0.26℃であった。PHは8.15～8.2の範囲で、平

均8.2±0.02であった。地下浸透海水の生残率は、 2 日

後に 0 ～ 0.5 ％に急落したのに対し、濾過海水の生残

率は、 2 日後に 55.7 ～ 64.2 ％と地下浸透海水より高

い値を示した。 5 日後の生残率でも濾過海水の生残率

図１　ハマフエフキ仔魚の生残に及ぼす
地下浸透海水の影響(実験１）
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図2　ハマフエフキ仔魚の生残に及ぼす
地下浸透海水の影響(実験2）
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は、 12.7 ～ 23.3 ％を維持した。

実験３の期間中の水温は27.7～30.3℃の範囲で、平

均28.8±0.84℃であった。PHは8.1～8.24の範囲で、平

均8.2±0.04であった。地下浸透海水の生残率は、 1 日

後に 11.7 ～ 63.0 ％に減少し、 2 日後には 0.8 ～ 3.3

％に急落した。一方、濾過海水の生残率は、 1 日後に

68.2 ～ 99.4 ％と地下浸透海水より高い値を示した。し

かし、 5 日後の濾過海水の生残率は、 1.9 ～ 2.5 ％で

あった。

以上の実験から、地下浸透海水は、ハマフエフキ仔

魚の生残率を低下させることが明らかになった。

地下浸透海水を用いたマダイの種苗生産では、濾過

水と比較して、生残率の低下が著しかったことを報告し

ている１）。また、地下浸透海水でチョウセンサザエを飼

育すると殻色が灰色に変色し２）、シラヒゲウニでは地下

浸透海水で飼育すると生残率が低下すると報告されて

いる３）。さらに、当センターの地下浸透海水を使用した

水槽では、水槽内のホースや壁面が黒く変色することが

図3　ハマフエフキ仔魚の生残に及ぼす
地下浸透海水の影響(実験3）
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観察され、この付着物が海水由来のマンガンと鉄の酸

化物もしくは塩化物であることが報告された４）。そこで、

地下浸透海水に含まれるマンガンの量を調べた結果、1

ℓ中の濃度は0.90mgであった５）。海水中のマンガンの濃

度は、沖縄県海洋深層水研究所の深層水及び表層水

では0.001mg/ℓ未満であり、当センターの地下浸透海水

は900倍以上の高濃度であることが明らかになった６）。

これらのことから、地下浸透海水中に含まれるマンガ

ンがハマフエフキ仔魚の生残率に悪影響を与えている

と推察した。
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